
 
 

 

 中小水力発電 
 

過去 100 年以上にわたり、日本の主要エネルギー源の 1

つであった水力発電は、供給や発電コストの面で大変に安

定しています。日本には大規模（>10 万 kW）、中規模（1

万 kW-10 万 kW）、小規模（1000kW—1 万 kW）、ミニ

（100kW-1000kW）、マイクロ（＜100kW）と様々なタイプ

の水力発電所があります。2010 年の日本の中小水力発

電設備容量（＜3万kW）は1050万kWで、発電量は550

億 kWh/年 (環境省 2012) でした。本シミュレーションで

は、5 つのレベルを設定しました(図 1、図 2)。詳しい設定

に関してはエクセル・スプレッドシートモデルを参照してくださ

い（Zhou, et al. 2014）。 

 
図 1：中小水力発電の設備容量 

レベル 内容 

１ 

更なる努力は払われず、2010 年の中小

水力発電設備容量が 2050 年まで維持さ

れる。そのため、2050 年の設備容量は

1050 万 kW で、発電量は 550 億 kWh/

年である。 

２ 

中小水力発電の強化に僅かな努力がな

され、2050 年には 1110 万 kW になり、

発電量は 580 億 kWh/年となる。 

３ 

政府によるある程度の取組により、2050

年には 1430 万 kW となり、発電量は 750

億 kWh/年になる。 

４ 

多大な努力によって日本の中小水力発

電の設備容量は、2050 年には更に 1730

万 kW まで増え、発電量は 910 億 kWh/

年となる。 

５ 

日本の中小水力発電の導入の物理的、

経済的ポテンシャルレベルを示している。

このレベルでは、設備容量は 2050 年に

2340 万 kW に達し、発電量は約 1230 億

kWh/年になる。 

 

 

 

図 2：各シナリオの中小水力発電の発電量 
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